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1． はじめに 

2009～2010 年の冬に発現した強い負の北極振

動（AO）が北半球中緯度域に大寒波をもたらし、

異常気象として発表されたことは記憶に新しいが、

同時期に発達していた熱帯太平洋のエルニーニョ

及び成層圏で発生した突然昇温がこの現象と相互

に影響し合った可能性が指摘されている。この 3

つの現象の関連性について、Ineson and Scaife 

(2009)では、ハドレーセンターの高解像度大気モ

デルで再現された 24の El Ninoを解析から,エル

ニーニョからのテレコネクションに伴って形成さ

れた波数１のプラネタリー波が成層圏まで伝播し

て成層圏下部に極渦（西風）弱化をもたらし、そ

のシグナルが約ひと月掛けて下方伝搬して対流圏

に AO 負のパターンを形成するというプロセスを

明らかにした。更に、エルニーニョ期に成層圏突

然昇温が同時に発生した場合には、極渦の弱化が

持続するようになり、対流圏の応答がより顕著に

現れることを示した。このような、全球規模の対

流圏・成層圏相互作用の存在は、本来、中長期予

報が難しいとされる中高緯度の予測可能性の向上

にも役立つと期待されることから、注目が集まっ

ている。 

本研究では、実際に中長期予報に用いられてい

る高解像度の大気海洋結合モデルにおいてこのよ

うな現象が再現可能であるかどうかを検証し、そ

の予測可能性を探った。 

  

2． モデルと解析手法 

 用いたモデルは CCSR/NIES/FRCGC CGCM 

MIROC4 で、大気解像度 T213L56、海洋解像度

1/4×1/6°の高解像版である。CMIP5の近未来予測

実験用に計算された 20 世紀再現実験と同化実験

の結果（1950～2007 年）を用いた。同化実験で

は、海表面～700m までの海水温と塩分を、観測

された偏差成分に 3DVARで同化している。 

成層圏突然昇温の定義は、WMO の定義に基づ

いて、σ＝0.0118面（約 10hPa）において北緯 85

度の帯状平均温度が1週間以内に25度以上上昇し

て北緯 60度の帯状平均温度と逆転し、かつ東西風

の反転（東風）を伴った年とし、今回はエルニー

ニョとの関係を議論するため、12・１・2 月に発

生したものを抽出した。エルニーニョについては

NINO3指標を基に、20世紀再現実験から 12例、

同化実験からは観測と同じタイミングで 15 例を

抽 出 し た 。 そ の う ち 、 成 層 圏 突 然 昇 温

（Stratospheric Sudden Warming, SSW）を伴っ

たのは、20世紀再現実験では 3例であったのに対

し同化実験では 9例あり（※）、対象期間が同じであ

るにもかかわらず両実験間には大きな差が現れた。

もともとMIROCの標準実験には、SSWが実際に

観測される冬季の昇温現象よりも遅れて 2 月末か

ら 3 月に集中して発生するという特徴があり、今

回解析した 20 世紀再現実験においてもその特徴

が強く、エルニーニョが成長する DJF期間に発生

する頻度が極端に少なかった。MIROC において

SSW のタイミングが遅れる理由はまだ明らかに

なっていないが、驚くべきことは、同化実験にお

いてこの問題が解消され、観測に近いタイミング

で SSW が発生するようになった点である。この
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